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やさしく思いやりのある子ども  ちえを働かせ、進んで学ぶ子ども  ゴールめざして、たくましく がんばりぬく子ども 

平成２６年度 全国学力・学習状況調査の結果と今後の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

１．教科に関する調査結果の概要 

① 学力調査結果と分析 

カテゴリー 学力調査の分析(傾向や特徴) 

国語Ａ 

・全国平均正答率 

を下回ってい

る。 

・読む能力に関しては全国平均正答を上回っている。 

・書く力を問う問題に課題があり、書くことを習慣化する

必要がある。 

国語Ｂ 

・全国平均正答率

を下回ってい

る。 

・言語についての知識・理解・技能は全国平均正答率を上

回っている。 

・文章の内容について、根拠を明確にして、自分の考えを

書く問題に課題がある。 

算数Ａ 

・全国平均正答率

を、上回ってい

る。 

・昨年度に比べても上がっている。 

・すべての領域での問題で全国平均正答率を上回っている。 

・全問題無解答率０％である。 

算数Ｂ 
・全国平均正答率

を、上回っている。 

・昨年度に比べても上がっている。 

・数と計算、量と測定、数量関係において全国平均正答率

を上回っている。 

② 学校における学習状況に関する調査結果と分析 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 11 月号 

 文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２６年４月２２日(火)に、６年生を対象とし

て、「教科(国語・算数)に関する調査と「児童質問紙」を実施しました。 

 この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせします。 

 学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。 

 なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校の教育活動の一側面に過ぎません。 

本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。 

・授業のはじめに目標がきちんと示され、授業の流れが

きちんとパターン化されている。児童はのびのびと自

分の考えを発表したり、また、児童相互で活発に話し

合うことができている。 

・算数では昨年までの主題研の成果や担任の机間指導な

どの個に応じたきめ細かな指導が功を奏し、全国平均

を上回っている。 

・国語科の話し合い活動では、積極的に取り組んでいる。

しかしながら、自分の考えを説明したり、文章に書い

たりすることに課題がみられ、解答に時間が足りなか

った児童もいて、漢字を正しく書くことや、文章を書

く活動を重視していくべきだと考える。 
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授業では，自分の考えを

発表する機会が与えられ

ていると思いますか 

授業では，生徒の間で話

し合う活動をよく行って

いると思いますか 

授業のはじめに目標（め

あて・ねらい）が示され

ていたと思う 

学校の授業などで，自分

の考えを他の人に説明し

たり，文章に書いたりす

ることは難しいと思いま

すか 
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２．家庭学習等に関する調査結果の概要 

① 家庭学習週間に関する調査結果と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 生活習慣に関する調査結果と分析 

 

 

 

 

 

 

３．調査結果からあきらかになった、課題解決のための重点的な取組 

① 教科に関する取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 家庭生活習慣等に関する取組 

 

 

 

・１時間以上家庭学習をしている児童の割

合は高く、全国比１４５％である。 

・自分で計画して勉強している児童の割合

も高く全国比１５８．７％であるし、ま

た、学校の宿題をきちんとおこなってい

る児童の割合も全国比１０３．６％と高

い。 

・家庭での読書の時間がさらに習慣づけら

れる具体的な取り組みをして学習面に

も良い効果が表れることを期待する。 

先生がじぶんのよいところを認めてくれているという回答が１００％であった。学びの環境とし

ての基盤は十分にできている。子ども達は温かい学級の中で、失敗を恐れずに挑戦することができ、

また、のびのびと自分の考えや意見を発表することもできている。そして学級のみんなで協力する

ことで達成感を得ることができるという良い相乗効果が生まれている。 

◎学力向上のための特設時間の実施                                          

・朝の学習「やちごタイム」の実施と放課後の補修学習「やちごっ子教室」（毎金曜日）を全学年で

実施する。 

・国語・算数のＣＲＴ過去問題やアシストシート、習熟プリントの活用。 

○主題研修（国語科）において全学級が授業を行い、調査に基づいた手立ての設定を行い、基礎学力

の定着を図る。 

○言葉の力を高め、学びを深めるために発問の工夫を意図的に仕掛け、主体的・自主的な学びの育成

をする。 

○学力向上に関する職員の研修を定期的に実施する。   

○音読発表会を目指した「ひまわり」暗唱を推奨し毎週 1回各教室で実施する。                                         

○少人数学習の工夫と個に応じたきめ細かな指導を実施する。    

       

◎宿題のスタンダード化（時間、学年別・教科別内容） 

・家庭学習時間の設定・冬休み・春休みの宿題に、過去問題やアシストシート、ＷＥＢ問題を活用。 

◎全国学力・学習状況調査の課題と取組等を保護者へ周知 

・家庭教育学級や学年懇談会等で、結果と取組を説明し、家庭と連携し協力体制を整える。 

◎家庭学習の習慣化                                                    

・家庭学習チャレンジ週間を夏休み前・ふゆやすみ前に設定。 ・家庭学習の内容を示したプリント

を作成し、児童指導 ・家庭学習で身に着けさせたい学習習慣を示した「八児スタンダード」を家庭

に配布                                                   

○家庭での読書の習慣化への取組み○「家庭学習の約束」の作成・実施 ○「家庭学習チャレンジハ

ンドブック」の活用○家庭学習マイスター賞への応募 ○日課表などを実施し、生活習慣や家庭学

習の定着を図る。         

  

学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりど

れくらいの時間，勉強をしますか（学習塾や家庭教師含む） 


